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要   旨： 

 本論文は、系統学的手法を用いた村落研究である。明治初期の飛騨地方の 415 村落につい

ての地誌である『斐太後風土記』を対象とし、そのうち村落の生産物の構成と収量の部分を使用

している。本研究では、村落の産物構成を 0・1 の２元データとし、全村を地理的に近接する１

３地区に分解して、各々において、系統樹作成法の一つ FastME の BME 基準（Balanced 

Minimum Evolution Criterion）による手法を用いて系統樹を作成している。そしてこの系統樹

を切り口に、生産物の構成について分析し、村落の生業また経済について人文学的に考察すると

いう、文化情報学的構成となっている。 

 本研究の意義は二つの点に認められる。一つは、系統学的手法を村落研究に適用した、とい

う点である。従来、系統学的手法は生物学また写本文献学や系統言語学での利用が主であった。

これは祖先子孫関係のメカニズムが、遺伝また写字や言語継承と明らかになっているからであり、

広義における進化と認められている。村落には親村－支村（枝村）という祖先子孫関係があるが、

文献等により明確に確認できる例は多くない。また産物構成は、先天的なものだけではなく、隣

接村との血縁・地縁関係の中で後天的に類似することも多くある。このような理由もあり、歴史

学とくに村落研究における、系統学的手法の本格的実践例を聞かない。本研究では系統学的手法

を村落の歴史的系譜の推定のためではなく、データ整理の一手法として用いている。FastMEに

よる１３の系統樹を、産物構成の類似性より村落を階層化したものとみなし、そのグループの各

村での特徴的な産物を選定しており、その手法に新規性が認められる。全村での系統樹もNJ法

により作成確認しており、産物選出の目的以外にも今後有効となるであろう。 

 第二の意義は、手工業製品について考察した『斐太後風土記』の新研究という点である。『斐

太後風土記』は、３６年前からディジタルデータ化が進められ、申請者自身がその最終段階に関

与した。また様々な成果が報告されてきた。しかしそれらの多くは「自給自足的な山村」という

視点より研究が行われており、手工業製品の生産また売買についての論説は厚くなかった。本研

究では、415村落の、手工業製品も含めた生産物について分析・考察することにより、自給自足

的な山村、貧村史観を廃したより実態に近い村落像を描き出すことができていると判定される。 

 よって、本論文は、博士（文化情報学）（同志社大学）の学位を授与するにふさわしいもの

であると認められる。 
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要   旨： 

学位申請者は2010年4月より本学大学院文化情報学研究科博士課程後期課程に在学している。

各年度において、優れた研究成果をあげている。また総合地球環境学研究所でも共同研究を行な

っており、新聞記事にも取り上げられた。 

語学については、文化情報学研究科の定める語学試験（英語）に合格している。 

また申請者は JADH国際会議において英語により口頭発表を行なっている。 

2013年 2月 8日、午後 3:30より公聴会を開き、申請者による１時間の講演と、３０分の質疑、

さらに非公開の１時間の口頭試問と３０分の審査会を行った。質疑は、『斐太後風土記』の原本

についてのこと、文化的観点について、数理的処理についての各々の観点から行った。申請者は、

研究内容ならびにそれに関係する種々の質疑に的確に対応し、論文の学術的価値を示すとともに、

申請者に十分な学識のあることが確認された。 

 以上のことから、学位申請者の専門分野に関する学力および語学力は十分なものであることを

確認した。よって、総合試験の結果は合格であると認める。 

 






